
[町の動き(10月1日現在) 1 

世帯数………8，321(+3) 

人口 …….'22，895 ( -5) 

男……"10，923( -1) 

女……・・11，972(-4)
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(9月末現在)

状況の公表に関する条例に基づき

況を公表します。

農林水産業費

衛生費

町民が負担する税

税額

2，000，673，000円

1人当たり(人口22，900人)

87，366円

l世帯当たり (8，318世帯)

240，523円

特別

議会費
支出済額 56，804千円
予算現額 115，490千円

商工費
支出済額 15，784千円
予算現額 23，950千円

歳 出

税等の収納状況(単位千円)

予算額 収入済額
町民税 967，148 519，241 
固定資産税 864.084 496，212 
軽自動車税 33，905 33，801 
町たばこ税 133，286 59，195 
特別土地保有税 450 421 
入湯税 1，800 O 
国保税 434，531 152，240 
集排使用料 5，220 2，635 
墓地使用料 25，000 10，517 
介護保険料 37.600 O 

ロロ
予算現額2，000千円

民生費

総務費

土木費

町税の内訳

ム一
A 計 予 算 執 行 状 況 (単位・千円)

iヱ王〉、 計 名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

老 人 保 健 2，440，083 952，723 39.0 % 1，013，704 41.5 % 

国 民 健 康 保 険 1，524，039 613，349 40.2 519，817 34.1 

農 業 集 落 排水 事 業 1，095，990 16，314 1.5 44，462 4.1 

町 J邑ll. 暴 地 事 業 57，257 18，732 32.7 26，321 46.0 
/兵又二、 共 下 7]( 道 事 業 2，493，637 265，452 10.6 1，172，200 47.0 

介 護 保 険 883，013 190，745 21.6 334，929 37.9 

重信町水道事業会計・予算執行状況 (単位:千円)

区 分 収入予算額 収入済額 収入割合 支出予算額 支出済額 支出割合

収 益 247，122 91，199 36.9 % 247，071 54，235 22.0 % 

資 本 1，019，600 2，840 0.3 1，070，869 91，171 8.5 

地方債現在高 592，873千円 ... 



歳 入

平成 12年度

地方自治法および重信町財政

平成12年度(4-"'9月)の財政状

口
口

使用料及び手数料
収入済額 39，137千円
予算現額 82，355千円

分担金及負担金
収入済額 47，852千円
予算現額 118，743千円

地方消費税交付金
収入済額 119，228千円
予算現額 190，000千円

繰入金

町税

国庫支出金

諸収入収入済額 30，269千円予算現額 80，703千円

地方譲与税収入済額24，387千円予算現額 78，000千円

地方特例交付金収入済額85，610千円予算現額 77，357千円

利子割交付金収入済額30，683千円予算現額 70，000千円

その他収入済額26，141千円予算現額 89，253千円

県支出金

繰 越 金

地 方 債 の 現在 古
同 (単位:千円)

起~債~区~分----一借~入~先~区~分 資金運用部 年 z 人 簡易保険 主義諸 共市済町組村合 市中銀行 振市興町協村会 言十

一般公共事 業 399，799 399，799 

一般単独事業 2，292，298 1，339，156 373，901 9，760 418，952 331，875 4，765，942 

公営住宅建設事 業 112，464 161，587 11，756 25，000 310，807 

義務教育施設整備事業 157，616 120，854 278，470 

公共用地先行取得事業 41，272 41，272 

災害復旧事業 27，041 27，041 

一般廃棄物処理事業 521，548 521，548 

厚生福祉施設整備事業 31，547 31，547 

地域改善対策特定事業 185，911 185，911 

減収補てん債 15，500 15，500 

財源対策債 23，445 68，953 13，099 37，900 15，866 159，263 

臨時財政特例債 159，365 159，365 

公共事業等臨時特例債 21，245 21，245 

減税補てん債 579，699 579，699 

調 整 債 2，547 2，547 

上水道事 業 23，130 18，223 41，353 

臨 時 税 収 補 て ん債f 122.100 122，100 

メ口込 計 3，949，044 622，048 1，671，458 441，780 9，760 637，444 331，875 7，663，409 

.，広報しげのぷ 11月号
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ラS
A JAPANESE STYLE SPORTS DAY 

On Sunday September 17， Shigenobu Junior High School had it's sports day. For me it was a surprise 

as sports day in England is not such a big occasion. Very few parents come to watch and we don't 

practice beforehand. However some of the sports are similar such as "The Centipede Raceヘ
OぱfWarピ" "The Wheel Barrow Race" and "The Spoon Race'¥We also have four teams with different 

colours. As in Japan things can get quite noisy and competitive! 

After many days of practice in the rain， the weather turned out 

perfect and the day went smoothly. 1 was impressed by the banners 

and flags that were designed by the students and also by the 

cheering ceremonies of the four teams. My favorite event was the 

"Kibasen"， very exiting! My team， The Purple Horse did very well in 

this. 1 also enjoyed the tug of war， the centipede race and the relays. 

Despite my team coming last 1 had an enjoyable day. At least 

we won the cheering contest! んハ / ~æ~μ 
Jら/ン-1~ア\Fえ v" 巴
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一自由意貝欄集計報告①-

8月下旬lこ実施しましだまちづくり7ンケ-卜において、自由意見欄|こお寄せい左だ、

いだご意見 ・ご要望の集計が終わりましだので、それぞれの分野ごと|こ集計結果をお知

らせします。

合回は、第1回目として「総合開発計画の策定JIこついて説明します。

寄せられたご意見

0総合計画は、いつ・伺の目的で・だれがたてたのか。一般住民にそのような希望

があったのか。

O望んだところでどうにもならない。このアンケートの結果はどうなるのか。

重信町では、昭和31年9月の合併以来、みどり豊かな自然との調和を図りながら、都

市環境整備を推進するととも|こ、住民のみなさんが心豊かiこ、うるおいとやすらぎを実

感できるまちづくりを自標として、昭和45年lこ制定しだ重信町基本計画審議会条例区基

づき、次のとおり総合開発計画を策定し、計画的なまちづくりを推進しています。

昭和34年重信町建設10力年計画策定

昭和48年第1次計画策定 「一大文化田園都市」

昭和56年第2次計画策定 「うるおいとやすらぎのまちづくり」

平成 4年第3次計画策定 「みどりと文化のまち重信」

合目、住民のみなさんlこまちづくり7ンケートをお願いしましだのは、現在の第3次

計画が平成13年を目標年度と定めており、新しい第4次計画の策定l之あ芝り、住民のみ

なさんのご意見 ・ご要望をお聞かせいだ芝、き、計画策定|こ反映させるだめ!こ実施しだも

のです。

市町村が策定する総合計画|こつきましては、

地方自治法第2条第4頂において

市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその地域におけ

る総合的かつ計画的な行政の運曽を図るための基本構想を定め、これに即して行う

ようにしなければならない。

と定められており、本町|こおいても、まちづくりの万向性を示す最上位計画と位置付け、

住民のみなさんの意向lこ沿っ定形で、計画を策定しています。

合回策定寸る第4次計画Ict、

基本構想-基本計画一実施計画 !こより構成しますが、策定|こ当芝つては、先|こ実施し

だ住民アンケ-卜の集計結果を反映させるほか、各種団体を対象とするヒアリングを実

施するととも|こ、住民・団体の長のみなさんlこより構成する「重信町基本計画審議会」で

の審議を重ねて策定して参りますので、合後共、ご協力をお願いします。

.. 



大人と吾どもの
ふれあい広場
郷土の歴史を訪ねて

一一西岡のいま・むかし一一

11月19日(日)

午前9時~午後4時

(雨天の場合11月26日(日)に実施)

集合場所重信町総合公園駐車場

内 容西岡地区丘陵地帯の遺跡など8

箇所を徒歩で訪ね、その移り変

わりについて学びます。

和田章氏(重信史談会副会長)

弁当、お茶等

※動きやすい服・靴で参加して下さい。

申し込み期限 11月15日(羽

申し込み先重信町教育委員会教育課へ

(富964-4420)

きと

ニュースポーツ大会の
お知らせ

講師

持参晶

寒さが増してくる季節です。こんなと

きこそスポーツで汗を流してリフレッシ

ユ。準備も練習もいらない、そんな手軽

な二ユースポーツを、家族・友達と一緒

|ごトライ!

とき 12月3日(日)午前9時~

ところ ツインドーム重信

ニュースポーツの種類

インディ7力、キンボ J[; 

それぞれ

小学生の部

ファミリ の部

一般の部

どちらも4人(以上)1組で

受け付け、それぞれ20組葬

集します。(先着順)

お早め|こ申し込んで下さい。

連絡先重信町教育委員会冨964-4420

郷
土
史
講
座

と

き

二
月
一
二
日
日

午
後
一
時
三
O
分
j

町
民
会
館
二
階

第一

・
二
研
修
室

重
信
史
談
会
会
員

石
丸
法
明
先
生

と
こ
ろ

講

自車

演

題「
淡
町
即
の
生
涯
と
伊
予
の
俳
壇
巴

与
え

E
影
響
巴
つ
い
て
」

聴
講
料
無
料

※
ど
な
芝
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

主
催
重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

れ
き
み
ん

栓
氏
だ
よ
り

裂
織
り
に
ト
ラ
イ
し
ま
せ
ん
か

さ

き

お

一
一
月
の
歴
民
は
裂
織
り
展
。

多
く
の
万
、
ガ
「
古
い
布
の
見
事
芯

変
島
と
、
一
t
豆
町
の
『
律
儀
』
な
生

ん

活
」
巴
感
じ
る
こ
と
し
き
り
で
す
。

ん

一ゆ

そ
こ
で
、
四
日
∞
と
七
日

ωの
午

効

相

後
一
時
二
一
O
分
か
ら
三
時
三
O
分
ま

杓

で
裂
織
り
の
実
技
講
座
を
聞
き
ま
す
。

講
師
は
田
窪
の
水
田
博
さ
ん
。
見

る
も
よ
し
、
ト
ラ
イ
す
る
も
よ
し
。

場
所
は
歴
民
ロ
ビ
ー
。

百
年
前
の
つ
づ
れ
を
、
舎
の
裂
織

り
の
展
示
を
見
つ
つ
里
村
の
美
と
匠

を
昧
わ
っ
て
く
、
だ
さ
い
。

れきみん

什
月
の
休
館
目

、〕

q
u
o
d
0
3
7
t
o
-
-

f

1

1

2

2

2

3

F

」

l
i
l
l
-
れ
き
み
ん

1
1
1
1
1
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五主‘
E司

額

療

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

国
保
で
診
療
を
受
け
だ
場
合
、
被

保
険
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す

る
定
め
巴
、
二
疋
額
を
超
え
る
一
部

負
担
金
を
支
払
つ
定
場
合
、
そ
の
超

え
る
額
、
ガ
後
か
ら
支
給
さ
れ
る
高
額

療
養
費
制
度
、
か
あ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
計
算
の
墨
準

①

一
ヶ
月
ご
と
(
一
白
か
ら
月
末
ま
で
)

に
計
算
し
ま
す
。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
巴
計
算
し
ま

す
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
別
々

の
病
院
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で
、
歯
科
と
内
科
な
ど

と
が
あ
る
場
合
、
歯
科
は
別
巴
計

算
し
ま
す
。

⑤
通
院
と
入
院
は
別
区
計
算
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

国
保
の
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い

差
額
ベ
ッ
ド
代
、
入
院
時
の
食
事

代
、
歯
科
差
額
代
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

医
療
費
の
領
収
書
、
印
鑑
、
国
民

健
康
保
険
証
、
振
り
込
み
先
の
口

座
等
、
が
わ
か
る
も
の

申
請
先
役
場
保
険
年
金
課

養

費

制

度

高額療養費がうけられる場合
品額療養費の支給額

一般の世帯 住民税非課税世帯

同じ人が同じ月に同じ医療機関に支
払った負担金が、 63，600円を超え 63，600円との差額 35，400円との差額
たとき

同じ世帯で閉じ月に30，000円以上の負
合算額と 合算額と

担金を2回以上支払った場合(住民税
63，600円との差額 35，400円との差額

非課税世帯の場合は、 21，000円以上)

同じ世帯で12か月以内に4回以上の 4回目からは 4回目からは
高額療養費の支給を受けた場合 37，200円との差額 24，600円との差額

晶額の治療や長い間続ける必要のあ
る病気(血友病や人口透析の必要な 10，000円との差額
慢性腎不全)

社会保険出張相談所
健康保険・年金!こついて相談専門

員が個別!こ相談lこ応じます。(無料)

とき 12月1自信)

午前10時~午後4時

商工会館1F相談室

(重信町見奈良)

富964-1254

社会保険相談専門員

(松山東社会保険事務所)

※年金相談!こお越しのときは、年

金手帳、基礎年金番号通知書、

ま左年金受給者の方は年金証書

をご持参く芝、さい。

ところ

相談員

年金相談所開設

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
巴
よ
る

年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

と
き
一
一
月
五
日
日

午
前
一

O
時
j
午
後
三
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
駐
車
場

(
文
化
祭
の
会
場
で
行
い
ま
す
)

※
ご
自
分
の
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご

持
参
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所

富
九
四
六
|
一
二
四
六

役
場
保
険
年
金
課

冨
九
六
四
四
四
O
八

円

yつ一フヤキトツむ
い
山

rJ
や

〆

郎

防
園
内

保険料の腕め忘れはありませんかf
国民年金保険料は、毎月きちんと納めましょう。

老後の安定した生活を守るためにも、納め忘れのないように気をつけてください。

鑑盟国



ご存知ですか?

税
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
か

活
動
す
る
だ
め
の
大
切
な
財
源
で

あ
り
、
私
定
ち
が
生
活
の
向
上
と

安
全
を
願
う
限
り
ど
う
し
て
も
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
共
同

社
会
を
維
持
す
る
だ
め
の
い
わ
ば

「
会
費
」
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

国
税
庁
で
は
、
毎
年
一
一
月
一

一
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
期
間
を

「
税
を
知
る
週
間
」
と
定
め
て
、
〈
王

国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
寸
。今

年
も
「
こ
の
社
会
あ
な
だ
の

税
、
か
い
き
て
い
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
巴
、
「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を

週
間
テ
ー
マ
と
し
て
、
広
<
国
民

の
皆
さ
ん
巴
税
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
考
え
て

い
芝
、
だ
け
る
よ
う
各
種
の
広
報
活

動
を
行
い
ま
す
。

あ
な
だ
も
是
非
こ
の
機
会
巴
、

税
巴
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

期
間
中
、
松
山
税
務
署
、
か
実
施

す
る
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
寸
。

一
、
「
税
の
ま
ん
が
展
」

松
山
税
務
署
巴
応
募
の
あ
つ
だ

「
税
の
ま
ん
が
」
〈
王
て
(
力
ラ
l

コピ

)
を
展
示
し
ま
す
。

期

間

二

月

一

五

日
M
w
j

一
九
日
目

午
前
一

O
時
j

午
後
八
時
ま
で

(
一
九
日
は
午
後
五
時
ま
で
)

場
所
フ
ジ
グ
ラ
ン
松
山
居

三
階
?
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(
無
料
)

一
一
、
「
税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
」

四
国
税
理
士
会
松
山
支
部
の
税

理
士
仁
よ
る
税
仁
関
す
る
無
料
税

務
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
間
二
月
一
七
日
働
j

一
九
日
目

午
前
一

O
時
j

午
後
四
時
ま
で

フ
ジ
グ
ラ
ン
松
山
居

三
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時
間

時
間

場
所

徴
収
員

集

募
集
人
員

町
税
徴
収
員

年

齢五
O
歳
j
六
二
歳
く
ら
い

応
募
手
続

一
二
月
二
五
日
ま
で
に
履
歴

書
(
写
真
貼
付
)
と
健
康
診
断
書

を
総
務
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

冨
九
六
四
|
四
四
0

0

男
子
一
名

主がを母安 i込~，~弘fA画噴幽魁伊首~・'ì~幅晶酌" ポa命，.-.司届 ルス上七者事い
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。る く 心 か れ さ の し 、式ン国交庁五ま弓話れけ、国じ齢る
玄 よ子に「てが認定参ガ隊キ通本号芝 さ左|こチの時者。
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教
育
総
合
推
進
地
域
事
業

ぷ〉グースF

A 

研
究
発
表
会
ご
案
内

(
第
一
二
回
人
権
を
語
る
集
い
)

と

き

と
こ
ろ

研
究
報
告
の
部

(
午
前
一

O
時
j
)

二
人
一
人
が

大
切
に
さ
れ
る

町
づ
く
り
」

重
信
中
学
校

白
井

通
臣

二
「
地
域
の
教
育
刀
を

高
め
る
」

重
信
町
教
育
委
員
会

丹

生

谷

衛

三
「
ヱ
J

ど
も
の
似
を豊

か
に
す
る
」

拝
士
山
小
学
校

井
上

誠

四
「
家
庭
の
在
り
方
を聞

い
直
す
」

南
吉
井
小
学
校

藤

原

雅

彦

|一人一人が大切にされる町づくりを目指して1
一
二
月
二
日
∞

町
民
会
館

午
前
一

O
時
か
ら

人
権
を
語
る
集
い
の
部

(
午
後
一
時
一

O
分
j
)

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

「
音
楽
に
ハ
ン
デ
ィ
ー
は

な
い
ん
だ
!
」

第
一
養
護
学
校

ノ
ー
ハ
ン
デ
ィ
ー
サ
ウ
ン
ズ

コ
ー
ラ
ス
発
表

「
歌
で
温
か
い人

間
関
係
を
」

童
謡
を
歌
う
会

三
人
権
力
ル
タ
発
表

「
力
ル
タ
に
託
し
た

み
ん
な
の
思
い
」

各
小
学
校
児
童

四
人
権
劇
発
表

「
放
課
後
の
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

2
」

重
信
中
学
校

生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員

変
わ
れ
ば
、

ど
も
も
変
・

美
し
い
心
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

丹
精
こ
め
だ
見
事
な
大
輪
の
菊
が

町
民
会
館
口
ビ
l
C
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
民
こ
ぞ
っ
て
参
加
の
文
化
祭
、

み
ど
り
と
文
化
の
町
巴
ふ
さ
わ
し
い

香
り
で
一
杯
で
す
。

叉
口
小
中
学
校
が
菊
づ
く
り
巴
取
り

組
み
参
加
し
は
じ
め
だ
き
っ
か
け

は
、
町
政
三
O
周
年
記
念
行
事
の
一

っ
と
し
て
「
町
の
花
」
で
あ
る
菊
で
町

や
会
館
を
埋
め
つ
く
そ
う
と
い
う
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
だ
。
一
人
一
鉢
、

花
一
杯
運
動
巴
よ
り
、
そ
の
輪
、
か
広

が
り
生
き
生
き
と
引
き
継
、
か
れ
て
い

る
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

学
校
で
の
ね
ら
い
は
、
菊
づ
く
り

を
と
お
し
て
、
美
し
い
心
を
育
て
る

こ
と
で
す
。
花
を
育
て
る
こ
と
の
苦

労
と
喜
び
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
豊
か
な
感
性
を
は
ぐ
く
み
左
い

と
の
願
い
が
あ
り
ま
す
。
大
輔
の
花

は
、
心
を
こ
め
て
世
話
し
た
こ
と
を

正
直
巳
物
語
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
の
ご
支
援
や
先
生
万

の
ご
指
導

C
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
心

、
か
優
し
く
す
く
す
く
と
育
ち
ま
す
。

最
近
は
、
体
験
不
足
や
体
力
の
減
退

‘盟・

傾
向
、
か
著
し
く
、
い
じ
め
は
減
少
傾

向
C
あ
り
ま
す
が
、
ひ
き
こ
も
り
の

若
者
や
不
登
校
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

不
登
校
巴
つ
い
て
平
成
一
一
年
度

は
、
全
国
で
約
一
三
万
人
、
小
学
校

は
二
八
八
人
巴
一
人
、
中
学
校
は
、

四
一
人
巴
一
人
の
割
合
で
す
。
こ
れ

だ
け
多
く
の
子
ど
も
や
親
、
ガ
悩
み
苦

し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
す
。
学

校
へ
行
き
だ
く
て
も
行
け
な
い
、
行

き
定
く
な
い
と
い
う
子
ど
も
の
芝
め

巴
、
わ
だ
く
し
左
ち
巴
で
き
る
こ
と

は
何
か
、
大
き
な
課
題
で
す
。
こ
と

C
、
い
じ
め
が
原
因
で
登
校
で
き
な

い
と
す
れ
ば
ゆ
ゆ
し
い
事
態
で
す
。

い
じ
め
の
背
景
巳
は
根
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
る
側
、
か
よ
く

な
い
こ
と
は
当
然
で
す
。

そ
の
い
じ
め
る
子
ど
も
巳
ど
う
対

処
し
接
し
て
行
く
か
、
や
は
り
、
花

を
育
て
る
温
か
い
人
の
心
で
接
し
育

て
て
い
く
必
要
、
か
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
一
人
一
人
、
刀
自
分
の
こ
と
と
し

て
、
美
し
い
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
対

策
連
絡
会
議
)



ふれあい訪問 重信町女性会議

しセ女中工育 て破し意のて協人ないしうくな健つの寿 問芝独な会
まツ性学作園舎い老て義人、力左分ろ、 れ老康とひを本いき居プ議九
し卜会生品児固くのもを々多をち野いま激る後でとと祝事左り老レの月

1時五FfRZ こく f~ 1LP25 弓 ;if;日信
ての、生か稚吃げ .~・且 d ム も 去 的 弓 八 九 三 さ、
おタそ m わ 園 占 & 司--司園園田ナ世 代は 名名 1~ さ町
訪オし孟い・ JL Fr，F FV酒 ___ ~ L '-，: ¥J' 、 を、」ごや女
ねルてそい保 :~rl"" 、k抵 ，l~探盟留; ¥;i‘ 長 訪寝久か性

ま
だ
、
地
域
に
よ
っ
て

は
、
小
学
一
年
生
の
子
供

だ
ち
が
先
生
と
一
緒
巴
訪

問
を
し
て
下
さ
り
、
地
域

ぐ
る
み
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
つ
だ
よ
う
で
す
。
私

達
も
逆
巴
パ
フ
ー
を
い
左

だ
く
場
と
な
り
よ
か
っ

F

E
と
思
い
ま
す
。

一一
1
F

私
達
も
、
地

宅、，
U
，
J
'

域
を
築
き
支

ハ
拶
i
M
え
て
下
さ
つ

}
ぷ

?
J
Y
定
ご
老
人

白

幡

j

h
E

C
、
日
頃

際
問
明

l
J
-
か
ら
お
声

I
Vヘ
一

を
か
け
、

よ

山

一

こ
れ
か
ら

y

山
一

も
充
実
し

L
dr
h
l
-

左
毎
日
を

J
/

送
っ
て
い

/

f

芝
だ
き
、

1
1
t

そ
し
て
い
つ

.

ま
で
も
あ
元
気

で
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
敵
老
行
事
を
ご

指
導
、
ご
協
力
を
い
だ
、
だ

き
ま
し
左
各
方
面
の
方
々

巴
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

(
事
務
局
長

河
野
陽
子
)

伊方原吾力発電所見学 中央レディース学級

伊
方
町
は
、
人
口
七
千
人
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
み
か
ん
と
杜

氏
の
町
。
町
の
花
は
、
ツ
ワ

ブ
キ
。そ

の
伊
方
町
巴
、
九
月
六
日
、

四
国
電
力
側
二
名
の
方
と
一

緒
巴
パ
ス
二
台
で
出
か
け
ま

し
定
。途

中
、
峠
で
は
、

』一

ι

ス
ス
キ
ガ
風
巴
な

1
鼻

ー

び
き
、
ハ
ゼ
ガ
少

l

i

h

し
ば
か
り
紅
葉

l
一

4
1
a

し
か
け
て
い
ま

「

‘い

し
だ
。

戸

F

J

パ
ス
の
中

1

〆
剣

で
、
発
電
所

「

i
礼
'

の
発
電
機
を

「
ト
L
眠
時
U

据
え
付
け
て

』

わ

終
わ
る
ま
で

r
i
l
l

SEl
l
-
-
B
1
4
F
 

の
様
子
を
、

'iソ
4

圃

ビ
デ
オ
で
学
習

戸

し
な
が
ら
高
速

Juuu

道
路
を
走
り
抜
け

4a阻

伊
方
ビ
ジ
タ
ズ
ハ

4a

ウ
ス
巴
、
十
時
こ
ろ
到

着
し
ま
し
だ
。

ビ
ジ
タ
ズ
ハ
ウ
ス
で
は
、

一
号
機
か
ら
三
号
機
ま
で
の

説
明
を
聞
き
、
ペ
レ
ッ
ト
の

模
型
巴
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
だ
。
ペ
レ
ッ
ト
は
、
ウ

ラ
ン
燃
料
を
焼
き
固
め
左
も

修ちらな つ 二逼圃E-Ejlfi 『 宣 言 冒 冨 ゥ しを世!こらの
を寄双海帰て壬l、 ---..("-1・・圃画面画面...;¥.'iiL 三ぷF 竺 私 だ 作 帯 な いで
終り海岸りし哨 -..-';" 温四民ー三事 1 能い定。りがりで、

ツ線 はきちがシ 可司開園・・町 いをろち 芝使ま、大

農f自4員三hもさ|空串ー 一--- ーて壁手5害ZR Z品て雪z
fEiiIRifizfizZ?iiLIiiR写ifiE32iji 
ミ 日園めき 5効 、中い v は ら安理時室れ五でらは活 鷺のつ
事 の|こなれ o こ5管継 夏号溜 れ全完聞でて重ずし肢の き 電 で 燃先
立 研立がい 使。理のの、め て 対 、 体 | 弓 い の 。 て 射 い ま気一料く
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ほけんほけんほけん

富964-4170(直通)

私の禁煙計画~肺がん予防~

保健衛生係〈問いあわせ・申し込み先〉福祉課

肺がんは、「か、ん」の中でも特に増えてい

るが、んとして知られています。しかし、詳し

い最新情報はまたさま古知れ渡っていません。

そのだめ、肺がん!こついて詳しく学び、だ

ばこや他の生活習慣との関係、最新の検診方

法|こついて知識を深めるだめの教室を開催し

ます。禁煙をこれから始めようと思われてい

る万はぜひご参加下さい。

とき 11月9日(対 13: 30~15 : 00 

ところ町民会館2階第1・2研修室

講師国立療養所愛媛病院

医師宮川正男先生

申し込み期限 11月7日伏)

健康改善教室(運動講座)
体力・骨密度測定希望者募集中!!

申込締切:11 月22 日~J<)

対象者 募集人数 測定内容

50歳以上の女性で、

この1年以内lこ平坦
50名 簡単な体力測定 :20分

なところを歩いてい
(定員になリ (荷予|こ座って測定)

て転んだ、ことが1回
次第締め切 骨密度測定:20分

以上ある方。
リます) (寝だ姿勢で骨量を測定)

※測定|こかかる料金は無料です。完全予約制で行います。
※体力測定1cJ:町民会館で行い、骨密度測定は厚生連健診センターで実施し
ます。

※昨年まだは合年度健康改善教室の運動講座に参加されだ万は申し込みで
きません。

母

親

会尚

子

級

『
話
そ
う
!
楽
し
も
う
!

快
適
妊
娠
生
活
』

こ
れ
か
ら
出
産
予
定
の
万
、
友
達
づ
く

り
し
ま
せ
ん
か
。

同
じ
時
期
巴
出
産
す
る
お
母
さ
ん
達
、
か

集
ま
っ
て
、
妊
娠
・
出
産

・
育
児
に
つ
い

て
話
し
合
い
・
情
報
受
換
を
行
う
場
と
し

て
左
表
の
と
お
り
母
親
学
級
を
開
催
し
ま

す。-
と
こ
ろ
町
民
会
館

・
持
参
昂
母
子
健
康
手
帳

・
申
し
込
み
方
法

一
一
月
六
日
開
ま
で
巴
ご
連
絡
下
さ
い
。

と き 内 廿r*'I 

11月9自体)
元気な赤ちゃんの出産のため1;:
-教えて lあなたの快適妊娠ライフ

13:30~15:00 -座談会 「楽しいひとときのだめ|こリ

11月15日(水)
お産パワーを身1;:つけよう
-妊娠中の栄養と陣痛を乗り切る呼吸法

13:30~15:00 -座談会 「茶話会でリフレッシユリ

11月21日除)
赤ちゃんが生まれたら・..
-出生手続きと赤ちゃん用品を選ぶコツ

13: 30~15: 00 -座談会「こんにちは赤ちゃん tJ

11月28日同 育児座談会

13:30~15:00 「赤ちゃんと先輩お母さんと一緒|こ・・.J

希望日
夫婦で頑張る育児を応援!
「お父さん出番です1

(夜間に行います) 実践赤ちゃんのお風呂一」

今月の母子保健事業
2歳児生活学級は、歯みがきや親手あそびの体験学習と仲間づくりをめざしています。この中lこ、親子でつくる「簡単

手づくりおもちゃ」のコ ナーを新だ!ことりいれましだ。生活の中であそびを楽しんで下さい。ご参加お待ちしています。

‘盟・

事業名(対象) 内 t町勺'i 日 日寺 ところ

4力月児健康診査
赤ちゃんの健康の確認と相談

11/7('):.) 

(平成12年6月生) 13 ・ 30~14 : 30

10力月児乳児相談
はみガ、きや、離乳食のポイン卜、あそびや関 11/7('):.) 

(平成12年1月生)
わり方等lこついて相談、保護者同士の交流 受付 9 ・ 45~10:00

(集団) 相談 10: OO~ 11 : 30 

1歳6力月児健康診査 11 /8~J<) 
町民会館

(平成11年3・4月生)
幼児の健康の確認と相談

13:30~14 : 30 

2歳児生活学級
はみか、きの体験学習とむしば予防のだめの相 11/22側

(平成10年4・5月生)
談、集団あそび 望伺 9 : 45~10:00

保護者同士の交流 相談 10:00~11 ・ 30

育児相談教室(くまさん教室) 子どもの運動やことばの発達、あそび方や関 11/17樹 9 : 30~11 :00 南吉井保育所
一一 一一 一一 一一 一 一一 ーー 一 ーー日 一一ー ー 一一 一一 一一一 一一一 一ー ー 一 一一一一一 一 一一一 一一一 一 一一一 一 ー 一 一 一一 一 一ー

// (ピ力ピ力くらぶ) わり万等の相談 11 /1 0働 .24働 9:30~11 :00 町民会館

母親学級
妊娠中の生活等lこついて情報交換

11/9体)・ 15~必 .2 1('X.)
呼吸法、赤ちゃんのお風巴等|こついて体験学習 町民会館

(妊婦、父親、希望者)
その他、ゲム、茶話会など

28e火)



日 ~寸- 事 移動図書館車 当番医
守 ボ

み」

11/ 1 ~J<) 
公共施設利用申し込み受け付け(2月分) 9 : 30~ 1O :00 町民会館 重治幼稚園

工ア口ビ教室 10:00-11:00ツインドム重信 読書会「源氏物語J13:30-15:30町民会館

2休)
社会保険出張相談所 1O :00~16 : 00 重信町商工会 拝志小学校

3偉)
第36回重信町文化祭(5日まで) 重信クリーツク 祝日のためこみ収集休み

箇964-1188

4∞ 
5 (日

ムι化祭 9:00~14:00 第一養護学校 宮内病院 燃やさないこみ:全地E江横河原区@

冨975-0091 粗大ごみ:横河原区

6伺)
星空教室 19:30~ 図書館

7 0め 手語教室 19:00~ 町民会館 北吉井幼稚園

8 (羽
エア口ビ教室 10:00~ 11 :00 ツインドーム重信 志津川・西岡・田窪・

牛j見IJ.牛測団地

9 (柑
行政・心配ごと相談 13:00~15 : 00 町民会館 上樋・播磨台・野田 ・

北野田

10倒
上村・下林・上林

11 (i) 
お話会 14: 00~15 : 00 図書館

12(日)
廃棄図書父換市図書館 郷土史講座 13 : 30~ 町民会館 八木耳暴橋犠科皮肩科 燃やさないごみ:横河原区以外②

大規模林野火災防御訓練 8:30~ 重信町総合公園 冨964-5400

13伺)

140k) 山之内・樋口・横河原

15依)
エア口ビ教室 10 : 00~11 :00 ツインドーム重恒 重信幼稚園

読書会「源氏物語J 13 : 30~15:30 町民会館

16休)
拝志小学校

17憧)
上林小学校

18仕)

19(日)
大人と子どものふれあい広場(西岡史跡巡り) 9:00~16:00 泉内科 燃やさなごいみご:み横:全河地原区①区横河原区@

箇966-2226 粗大

20伺)

21 (刈
手話教室 19:00~ 町民会館 北吉井幼稚園

22(羽
エアロビ教室 1O : 00~11 :00 ツインドーム重信 志津川・西岡・田窪・ 粗大こみ:横河原・田窪団地区以外

心配ごと相談 13:00~15:00 町民会館 牛)~iJ.牛測団地

23(対
岸本医院 祝日のためこみ収集休み

窓966-5670

24倒
上村・下林・上林

25出
お語会 14: 00~15: 00 図書館

26(日)
廃棄図書父換市 図書館 山本内科 燃やさないこみ:横河原区以外@

富966-2066 粗大ごみ:田窪団地区

27伺)

28ω 
山之内・樋口・横河原

29 ~J<) 
工ア口ビ教室 10:00~11 :00 ツインドーム重ら

30休)
国民健康保険税(第6期)納期限

国民年金保険料納付期日

12/1住)
公共施設利用申し込み受け付け(3月分) 9:30~10:00 町民会館 上林小学校

社会保険出張相談所 1O : 00~16:00 商工会館

2∞ 教育総合推進地域事業研究発表会 9 : 30~ 町民会館

重信町人権を語る集い 13:00~ 町民会館

3但)
ーユースポーツ大会 9:00~ ツインドーム重恒 中川病院 燃やさなごいみご:み績:全河地原区制区黄河原区(2)

箇976-7811 粗大

燃やさないごみ ①空き缶・金属類、びん・ガラス類 ②ぺットボトル、その他

- 広報しげのぷ 11月号



土地改良協議会 富964-4411 下水道課富964-4417

国土調査課冨964-4412 教 育 課富964-4420

建 呈Ef又" 課富964-4413 議会事務局冨964-4422

都市整備課冨964-4414 施 呈Er又" 課富964-1500

水 道 課富964-4416 (町民会館内)

⑪ 罪捜査にと協力を!
松山南警察署
富958-0110

・指名手配被疑者の検挙|こご協力

を1

・「事件かな」と思つだら迷わず

110番を!

-犯罪|こついて知っていることは

積極的に通報を!

・聞き込み捜査のご協力を1

・被害!こあっ疋ときは必ず届出を!

一人で悩まないで
性犯罪の被害lこあつだら、悩ま

ず、勇気を出して届け出を1

警察は被害者の万の手助けを行

います。

性犯罪被害者相談電話

冨943-8740

愛媛県警ホームページアドレス

http://www.dokidoki.ne.jp/home 1 / 
ehime 11 O/021-09-1.htm 

。 ー養護学校文化祭開催
愛媛県立第一養護学校

富964-2258
とき 11月5日(日)

テーマ 「輝ける明日への創造」

中学部、高等部生徒lこよる意見

。 の教育ローン
国民生活金融公庫松山支届

富941-6148
国民生活金融公庫では、高校、

短大、大学、専修学校等への入学

費用や、在学中の授業料などの費

用を融資する「国の教育ローン」

の申込を受付しておリます。低利

で手続きも簡単です。

融資額 一人200万円以内

利率年2.2%(9月1日現在)

返済期間 10年以内

据置期間在学期間以内で

元金据置可能

保証制教育資金融資保証基金

まだは連帯保証人(1名以上)

※6力月間以上の海外留学資金も

対象となります。

⑪事と介護の両立支援~$:t
富964-5496(三谷)
富964-8309(平谷)

突然あなたの家族がたおれたら

どうしますか?

とき 11月18自国

10 : 00~12 : 00 

ところ 町民会館 2階会議室

内容

体験発表 「働きなか、ら介護を

乗り切つだ体験談」

発表、芸能発表及び作晶展示・即売、 ビテデやオ視聴

PTAI巴こよるパザザ、一か

主 催 i地也域における生涯学習

プログラムを考える会

共催 21世紀職業財団

愛媛事務所

。 存宅地制度の廃止
役場都市整備課
富964-4414

既奇宅地制度の廃止について

昭和46年12月20日(重信町線弓1)

で既|こ宅地であっ左土地|こついて

は、知事の確認を受ければ建築行

為は許可不要とされております

が、合回の都市計画法の改正(平

成12年5月19日公布)1こ伴い、愛媛

県においても公布の日から1年以

内!こ既存宅地制度が廃止されるこ

と|こなりまし定。

〈経過措置〉

法施行日まで|こ既寄宅地の確認

申請を行し¥確認を受けだ土地|こつ

いては、自己用の建築物|こ限り5年

聞は従来どおりの建築ガ、できます。

(土地の区画形質の変更を伴う場合

IcI:経過措置の対象外となります。)
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重信まごころ銀行lこ次の万か

ら金一封を寄付下さいましだ。

温かい善意ありか、とうございま

す。(敬称略)

〈香典返し〉

佐伯春雄(樋口)

亡妻・マスミ

‘悶・



人の動き
(10月10日までの届出分)

お誕生おめでとう
出生児 保護者 生年月日 住所

上野置仁さE嵩ガ (彦一 9・2 横沼原

藤田晴そ空ら 司郎 9・2 横沼原

中封昔直話也や 智房 9・4 野田2丁目

伊東奈月 宅Z吉E、)iロA 9・5 志津川

山内真唯 '1要一 9・8 田窪

渡部乃心亜あ 直也 9・9 横沼原

玉井U開U登と 宣昭 9・11 下林

矢野嘉か奈忽子 1基 9・11 南野田
森山あ彩や夏廿 多加史 9・11 田窪
森下 叫孟しめ

ゴ 9・12 志津川

山本数記 邦彦 9・13 志津川
前田。航Eる

車、E 9・15 横河原

高橋奈話瑠る海み 芳明 9・15 田窪
門田啓ひろゆ芯き 、5tロA 9・18 上村
林 上かず総さ 美幸 9・22 見奈良
渡部杏きdう香か 晃司 9・22牛測

藤岡五 裕次 9・23 見奈良

山田亜あ結ゆ 純 9・23野田2JEl

富田ほのか 清史 9・24 志津川

平)11百海い都と 英治 9 • 25 野田1T自

森 寛 将 孝広 9・25 下林

菅能愛~結ゆ {言j告 9・26 見奈良
二宮レ周ゅヲ平へ凶

常之 9・26 志津川
富岡 t健口し 将美 9・26野田1TEI
相原E礼)')1)仁c 

叡生 9・27 横沼原

村上憎聖い菜羽 裕也 9・30 牛 j刻

和田恕直お予こ 挙史 9・30牛淵

神野主主J 利夫 10・3 牛淵
神野 か薫おる 利夫 10・3 牛 j則

ごめい福をお祈りします
氏 名 年 令 死亡の目 住所

高橋圭五 70 9・17 田窪

八塚キクヱ 93 9・17 北野田

土居幸治 23 9・18 志津川

相原洋 57 9・21 下林

富田春手 95 9・21 西岡

芝つるみ 43 9 • 23 牛淵

野遺久子 88 9・24 見奈良

山下剛 20 9・30 牛淵

堀田正勝 62 10. 1 下林

西村集安 86 10' 3 志津川

菖原弘 73 10 ・6 牛淵

智内初悪 86 10' 7 牛淵

上田哲也 66 10 ・10 田窪

..， 広報しげのぷ 11月三

総 務 課冨964-4400

企画 財政課富964-4401

出 納 室富964-4402

税 務 課富964-4403

住民 環境課富964-4404

白 勢調査にと協力
‘ー'ありがとうございました

役場企画財政課
富964-4401

国勢調査lこご協力い左芝、き、あ

りがとうございましだ。会田の調

査でも調査票の配布・回収が無事

終ゴしましだ。

皆さんに記入してい芝だ、いだ調

査票は、12.12いま集計作業中です。

集計結果は、各種行政施策やま

ちづくりなどの資料として活用さ

れます。

かずや

(左)大島和也くん (H9.11.21生)
はるな

(右) 晴菜ちゃん(H9.11.21生)

凡Iつ宅仲直し
之れガら宅かわいい笑顔を貝世てね」

(父・春樹 母・マス子)牛淵

12月生まれのチビツ子募集!! 
(年齢は聞いません。写真と保護者のコ川を)
11月10日までに役場総務課までお送りください。

福 祉 課冨964-4406

保健婦・栄養士 宮964-4407

保険年金課冨964-4408

産 業 課冨964-4409

農業委員会冨964-4410

⑪ 木男定講習受講者募集
ミニシJレ/'¥一人材センター

富964-1597

ミニシルバ一人材センタ で植

木真定講習を行います。庭木のお

手入れにもお役立てく芝さい。ま

芝、技術をお持ちの万は人材セン

タ |こ登録できます。

とき 11月25日(士)・ 26日(日)

ところ町民会館

募集人員 40名(先着順)

受講料無料

申し込み先重信町ミ二シルバー

人材センタ一事務局

(町民会館内)

ミ二シルパ 人材センターは、

高齢者の豊かな経験と技術を生か

して地域社会|こ貢献しています。

.1':19ツチで気持ち柑
愛媛県渋滞対策協議会

富972-0034
市中心市街部で、は、毎朝の通勤

時間帯|こ慢性的な受通渋滞が発生

し、問題となっています。そこで

11月14日bめから16目的lこ、この渋

滞を緩和することを目的として、

国道11号沿線地域を対象|こしだ市

民参加の社会実験を実施します。



s TOPI SHIGE 
⑨ 

家 111峻長寿lJl 
10月22日、さわやかな秋晴れの下、恒例の

登山が行われましだ。合年はちょっと趣をかえ

て石鎚山系の岩黒山、筒上山|こ挑みまし定。ち

ょうど紅葉シ ス、ンの真っ只中O 途中、難所も

ありましだが、時折吹く涼風が心地よく、 45人

の参加者は、美しく彩る秋の風景lこ感激してい

ましだ。

9月下旬、 95歳以上のお年寄りを和田町長ガ、

訪問し、長寿をねぎらいまし定。

合年100歳を迎えられだ大西幸子さん(牛淵)

は、 2・3年前まで、ともしび母親クラブ・日赤

奉仕固などボランティア活動を熱/らに行ってお

られまし定。

「招き嫌いなく食べ、甘い物ガ、招きです。」と

一緒lこ住まわれている大西治夫さん。

もっともっと長生きして下さいね。

日
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小学生ハシドボール教室
メルバー募集ff

• 

，、 v ..... 

10月8目、町内で秋祭りが盛大|こ行われまし色。

北吉井地区で|耳、恒例となっ定かきくらべ大

会が小学校ク、ラウンドで行われ、威勢のいいか

け声が響きまし定。(写真上)

牛測で|耳、町の文化財lこ指定され左練り行事

が氏子の子!こより華麗|ことり行われましだ。

始まり 1d:150年前ともいわれ、大切lこ継承さ

れている伝統行事です。(写真下)

』¥Ji

「走・跳 ・投」運動の3要素を兼ね備え、チー

ムプレ の楽しさも味わえるハンドボールを経

験してみませんか。

毎週日曜日、午前9時から正午まで南吉井小

学校体育館で練習します。

見学・体験参加古けでもOKです。

問い合わせ先中村徹男
(帥育協会公認地域スポツ指導員 1
平成8~ 1 1年度国体成年男子愛媛県代表監督/

冨964-0368
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